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  一般社団法人ふくしま学びのネットワーク  

理事・事務局長 前川 直哉 氏 

◆ 輝け！社会教育       ・・・・・・・・・・・・・４  
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いわき市立草野小学校父母と先生の会 

喜多方市立熊倉小学校父母と教師の会 

南相馬市立石神第二小学校父母と教師の会 

北塩原村学校支援地域本部 

大玉村放課後子ども教室 

川内村放課後子ども教室 

会津若松市立会津図書館 

  読み聞かせボランティアグループ手のひらの会 
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◆ 平成２９年度福島県社会教育施設行事予定 

「ふくしまを十七字で奏でよう絆ふれあい支援事業」表彰式 

 

 

 

 
 

賞状伝達 

【機関情報】 

  



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成１４年度から実施してきました「十七字のふれあい事業」が、新しい名前になり、バージョンアッ

プしました。本事業は、子どもの豊かなこころを育成するとともに、人と人との絆を深め、家庭や地域の

教育力の向上のために、人と人とのかかわりの中で感じた思いや願い、震災からのさらなる復興を願った

「ふくしま」への思い等を綴った十七音の作品を募集し、県内外に広く発信するものです。今年度は、昨

年度を上回る「４１，５０２組」の応募があり、各部門、最優秀賞５組、優秀賞５組、佳作１０組が表彰

されました。また、入賞した作品は、ユーチューブ等で広く県内外に発信されます。 

 

福島県内の各市町村教育委員会や避難者支援課を通して県内外に募集をする。 

○絆（きずな）部門   
※日常生活等での共通体験を通し
た十七字    二人一組で応募 

・子どもと大人 

・子どもと子ども 

思いやり、協力、奉仕、 
感謝、郷土愛 等 

ふくしまへの思い、震災、復興、
復旧、支援に対する感謝等 

絆 復 興 

共通体験による絆構築 震災をとおして感じた思い 

◇子どもの豊かな心の育成、家庭や地域の絆の再確認 

◇ふくしまへの思い、帰属意識、震災を忘れない気持ち 

○復興部門  

※震災、復興・復旧に関する十七字 

作品の発信 

最終審査に残った作品の

作品集を各学校や応募した避

難者に配付 

ラジオ放送による作品の発信 

ユーチューブによる作品の発信 

ふくしまへの思い、帰属意識、帰還への一助 

震 災 

２部門に 
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最優秀賞  

    

     

＜総 評＞ 
 十七文字の世界に自分の心を託して、それをきちんと大切な人に渡す。それを受け止めた人がまたきちんとお返しを
する。大切な家族との心のキャッチボールに、涙したり、笑ったり、憧れたり…、素晴らしい作品にとても感動させていた
だきました。 
 日ごろから家族と素敵な時間を過ごして、互いに信頼し合っているからこそ、それが言葉に宿り、私たちに感動を与え
てくれるのだと実感いたしました。 
 私たちは言葉の中で暮らして、支え合って生きています。しかし時に、私たちの心は言葉の先にあるときがあります。
だから言葉に出来ないことがたくさんあります。 
 しかし言葉に出来ないものを、心の引き出しにしまってしまわずに、大切な誰かと一緒に開けることで、それを手にする
ことが出来るのです。それは二人の宝物になるのではないでしょうか。そのことをみなさんの作品を通して、教えてもら
ったように思います。 
 日々の暮らしの中に、大切な心の瞬きがあります。 
 それをたくさん見つけていって、大切な人と微笑みあい、生きていることの素晴らしさと、言葉の大切さを、ぜひ実感し
てほしいとこれからも願っています。 （審査員一同） 

「絆部門」「復興部門」の優秀作品を表彰しました。最優秀賞（各部門５組）、優秀賞

（各部門５組）、佳作（各部門１０組）の中から最優秀賞１０組を御紹介します。 
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 一般社団法人ふくしま学びのネットワーク 

理事・事務局長  前川 直哉 氏 
 

プロフィール 

 

 
 
 
 
 
私はもともと神戸市にある中高一貫校の教

員でしたが、東日本大震災と福島第一原発事故

後、福島の子どもたちの学習支援活動を行いた

いと考え、２０１４年に学校を退職し福島市に

転居してきました。同年４月に非営利団体「ふ

くしま学びのネットワーク」を設立し、県内の

高校生を対象とする学習法の無料セミナーや

英語･数学合宿などの活動を行っています。福

島の子どもたちの多くは、震災と原発事故のと

きにたくさんの方に支えられたという経験か

ら、「今度は自分が誰かの力になりたい、支え

る側に回りたい。そのために力をつけたい」と

いう思いを抱いています。こうした気持ちに応

えるため、無料セミナーや合宿には毎回、全国

的に有名な超一流の先生方がボランティアで

福島まで駆けつけてくださり、福島の高校生た

ちに熱心に指導してくださっています。 
 また、福島には「誰かの力になりたい」とい

う思いを実行に移し、自らの手で復興や地域お

こしなどの社会活動に熱心に取り組んでいる

子どもたちが大勢います。「ふくしま学びのネ

ットワーク」では、地域や社会を良くしようと

活動する高校生たちを顕彰する「ふくしま高校

生社会活動コンテスト」を、東京大学の研究組

織 REASE と連携して実施してきました。昨秋

のコンテストでは、土湯温泉の復興に向け新た 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
な魅力を創出しようと奮闘するグループや、営

業を再開した JR 常磐線・新地駅の駅前を高校

生の手で活性化するプロジェクトなどが活動

を発表し、最優秀賞や優秀賞に輝きました。こ

れらの活動はどれも、高校生の企画とは思えな

いほど完成度の高いものばかりですが、こうし

た活動の意義は復興や地域おこしへの貢献の

みに留まりません。地域や社会が抱える課題を

自ら発見し、その解決のために何が必要かを考

え、実行するという新しい学び、「課題解決学

習」そのものなのです。 
 福島県教育委員会は子どもたちのこうした

活動をさらに広げていこうと、社会教育課によ

る「子どもがふみだす ふくしま復興体験応援

事業」を２０１５年度から開始し、県内各地で

大きな成果が生まれています。この「応援事業」

は全国でも先駆的な、子どもたちの課題解決学

習を地域社会全体で応援する新たな「福島モデ

ル」に繋がっていくと私は考えています。 
 自分のためだけではなく、誰かのために、子

どもたちが学び、活動する。地域の大人たちが

それを応援する。そんな「新しい学びの形」を

福島から全国に広げていきたいというのが、私

たち「ふくしま学びのネットワーク」の願いで

す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

１９７７年２月１３日兵庫県尼崎市生まれ。 
灘高校 3 年在学時に阪神・淡路大震災で被災。 
東京大学教育学部卒業、京都大学大学院人間・環境学研究科博士後期課程修了。京都大学博士（人間・環境

学）。 
灘中学校・高等学校教諭（地歴・公民科）在職時に起こった東日本大震災と東京電力福島第一原子力発電所

事故の後、勤務校の生徒とともに福島・宮城の被災地域を訪れる「東北訪問合宿」をくりかえし実施。 
２０１４年３月 担任学年の卒業にあわせ同校を退職し、4 月より福島県福島市に転居。 
現在 
一般社団法人ふくしま学びのネットワーク理事・事務局長、および東京大学大学院経済学研究科特任研究員。 
研究での専門はジェンダー・セクシュアリティの社会史。 
著書に『男の絆：明治の学生からボーイズラブまで』（単著・筑摩書房）などがある。 
２０１５年より福島県において多様性（ダイバーシティ）の重要性を議論する市民団体・ダイバーシティふ

くしまを立ち上げ、共同代表を務めている。 
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成環境について、家庭、 
学校、地域が一体となっ 
た取り組みが求められる 
ようになりました。私も 
「子どもたちに大人の背 
中を見せながら、温かく 
見守り、健全な育成環境 
を育みたい」と言う思い 
で、諸々の活動に取り組んできました。 
今後においても、この表彰を機に、決意を新

たに、更なる社会教育の発展と子どもの健全

育成環境の推進に取り組んでまいりたいと

思います。 

この度の受賞は、多くの皆さまのご支援・ご

協力のお陰と、心より感謝を申し上げます。 
 放課後子ども教室（おのだなかよし教室）は、

子どもたちが放課後安心して過ごすことがで

きる「居場所づくり」として、平成１７年に始

まり、現在、１２年目を迎えます。私は、偶然

にも社会教育委員を受けて、共に歩んできた思

いです。 
 この教室の活動は、月１０日前後となってお

ります。子どもたちの自主性を尊重し、宿題を

する子、オセロ等のゲームをする子、安全管理

員の手づくりの玩具や体育館で遊ぶ子など、さ

まざまです。いつも安全管理員が、ケガや事故

が起きないように見守っています。 
 これらの他に、年中行事を取り入れ、七夕 

さま、お月見さま、だん 
ごさしを実施し、昔なが 
らの行事を伝承し、大切 
にしていく心が育つよう 
努めています。 
 行政は勿論ですが、学 
校の協力が大きく、心か 
ら感謝しているところで 
す。 
 「子どもは地域の宝」です。私たち大人が

学校や家庭で目が届かないところをサポー

トし、社会性を身に付け、素直で思いやりの

ある子どもに育ってほしいと願っておりま

す。「子どもの居場所であり、大人の居場所

でもある。」の言葉を胸に頑張ります。 

社会教育功労者文部科学大臣表彰 

社会教育功労者文部科学大臣表彰を受賞して 
                     郡山市婦人団体協議会会長 小林 清美 氏 

社会教育功労者文部科学大臣表彰 

社会教育功労者文部科学大臣表彰を受賞して 
          元「おのだなかよし教室」コーディネーター 鈴木 きよ子 氏 

このたび、社会教育功労者文部科学大臣表

彰を受けたことは、身に余る光栄です。 
 これもひとえに社会教育関係者各位の御指

導と御支援のお陰と心から厚く感謝を申し上

げます。 
 思えば、昭和５８年に地域婦人会の一員と

して、仲間とともに公民館を拠点として活動

を始めたことが契機となり、平成十七年に郡

山市社会教育委員となり、他の委員の方々と

共に「社会教育委員の一番大事な役割」など

の諸々の課題に取り組んでまいりました。 
そのような中、社会情勢の変化や東日本大震

災の影響などで、未来を担う子どもの健全育 
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を事業により育成するなど、コンサート運営が 
が円滑に進められるようサポートを行います。 
こうした取組みを継続的に行うことで、本事業

は、大島地域の冬の風物詩となり、実行委員会

やボランティアも定着し、地域活力の向上にも

大きく貢献しております。 
 今後も、地域の皆さんにとって一番身近な

「小さな町内会（公民館）」として、地域の声

に耳を傾け、時の課題 
に向かいあいながら、 
「共に支えあい」の地 
域づくりを行っていき 
たいと思います。 

えた歴史ある事業です。 
学習内容は、その時々のタイムリーな内容

（例えばノーベル賞受賞テーマなど）を盛り

込み子どもたちが興味を持って楽しく「科学」

することができるように工夫しています。 
今では、このクラブに参加した子どもが大

学生となって助手として学習内容の企画や子

どもたちの指導に携わるといった流れも出始

めており、地域内での新たな人と人のつなが

りの広がりにも一役買っています。 
今後も地域内の大 

学と積極的に連携を 
図ることでさらなる 
事業の充実を図り、 
学習センターが子ど 
もたち同士や地域と 
の交流の拠点として、 
よりより地域社会を次世代につなぐ橋渡しを

していきたいと考えております。 

優秀公民館文部科学大臣表彰 

郡山市大島地域公民館の活動紹介 
                                  郡山市大島地域公民館 

大島地域公民館では、「地域連携による支え

あう地域づくり」を基本理念に、地域組織と支

えあいの連携事業を行っています。「大島クリ

スマスふれあいコンサート」は人間関係の希薄

化や地域の活力の低下 
が叫ばれる中「地域の 
課題解決」や「誇り」 
につながり、そして、 
「楽しいこと」を視点 
に考えられた事業です。 
 公民館がコーディネートした地域組織と学

校による実行委員会が、地域が一体的に盛り上

がることのできるイベントを企画・運営し、ま

た、公民館は、地域で活躍できるボランティア 

蓬萊学習センターは、福島市中心部から７

ｋｍほど南部の緑豊かな新興住宅地、蓬萊ニ

ュータウン内に立地し、近くには福島県立医

科大学と福島大学があります。 
当センターは、地域住民の皆さんの多様化

する学習ニーズに応じた各種事業を展開し、

「誰もが」「いつでも」「気軽に」施設を利用

できる環境を整えることによって、地域住民

相互の「きずな」づくりのよりどころとなる

ことを目指しておりますが、その中でも特色

のある事業「ほうらい科学クラブ」をご紹介

します。 
この事業は、地域 

内に在住する福島大 
学理工学群の教授が、 
子どもたちに「身近 
にある物を使った実 
験を通じて学校では 
体験のできない科学のおもしろさを」という
願いから始まった事業で、昨年２０年目を迎 

優良公民館文部科学大臣表彰 

福島市蓬萊学習センターの活動紹介 
                                福島市蓬萊学習センター 
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たことが評価されたものと考えております。

活動自体は、何も特別なことを実施している

わけではありませんが、全会員参加による活

動を途絶えることなく実施することができ

ました。脈々と次へとつながれるのは、本校

ＰＴＡの良き伝統であると言えます。 
 本校ＰＴＡは、平 
成１８年に福島県教 
育委員会表彰を受け 
ておりますが、その 
時から十年目となる 
節目の年にこのよう 
な最高の栄誉を頂い 
たことは、今後のＰＴＡ活動への励みであり

熊倉っ子の健全育成に努める思いを新たに

するものとなりました。 

優良ＰＴＡ文部科学大臣表彰 

喜多方市立熊倉小学校父母と教師の会の活動紹介 
                        喜多方市立熊倉小学校父母と教師の会 

本会は昭和２２年「草野小学校父母と先生

の会」として設立し、ＰＴＡによる登校時の

交通安全指導、育成会スキー教室開始協力支

援、ＰＴＡ教養委員会による読み聞かせ等と

活動幅の拡大を経て現在に至っている。 
本校のＰＴＡ活動の代表的なものとして、

全専門委員会が一丸となって運営する「子ど

も秋祭り」があり活動事例の一つとして紹介

したい。 
春、学校田の学習 

を本部役員と施設委 
員会及びＰＴＡのＯ 
Ｂが支援することか 
ら活動がスタートす 
る。ＯＢの農家の方が、種まき、田植え、稲 

刈りという一連の作 
業をサポートし、子 
どもたちに丁寧に指 
導してくださる。 
そして、秋には稲 

刈りの体験を兼ねて 
餅米が収穫される。 
秋祭り当日には全専門委員が役割を分担し、

収穫した餅米を使って餅つきを行い、子ども

たちとともに収穫の喜びを味わう。また、多

数のＯＢも来場し、運営をサポートする。子

どもたちは祭りを通して収穫の喜びを味わ

うのは勿論、自分たちが保護者や多くの地区

の方々に見守られ、支えられていることを実

感する貴重な機会となっている。 

栄えある文部科学大臣表彰は、本校ＰＴＡの

歴史において最大の栄誉であると思います。こ

れは、長年に渡る活動が評価されたものですが、

正に「継続は力なり」の現れだと感じておりま

す。  
本校ＰＴＡは、会員数は少ないですが団結力

の強さが自慢です。今回の表彰は、保護者と教

師・地区団体との連携による朝のあいさつ運 

動、交通安全街頭指 
導や学校・家庭・民 
生児童委員会等と連 
携した登下校の見守 
り活動、危険箇所の 
調査と立て看板の設 
置、避難の家の協力 
依頼、ＰＴＡ主催の資源回収の実施、ＰＴＡ会

報や学校だよりの地区回覧等を長年実施してき 

優良ＰＴＡ文部科学大臣表彰 

いわき市立草野小学校父母と先生の会の活動紹介 
                         いわき市立草野小学校父母と先生の会 
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奉仕活動では子どもたちの教育環境の整備の
ために年に３回行っており、毎回多くの皆さん
に協力して頂いています。また、教育活動を推
進する資金として資源回収活動を行っておりま
す。これは大きく全体での回収を行うのみなら
ず、学校の倉庫を一部お借りし、年間を通じて
紙類などの回収を行い、その資金などから、親
子の鑑賞教室の開催や、子どもたちの国語力の
向上のために国語辞典 
の購入配布などを行っ 
ております。 
その他に交流事業と 

して、スポーツ交流会 
を開催し、保護者同士 
のコミュニケーション 
強化を図り、顔の見え 
るＰＴＡを心がけてお 
ります。また、地域の文化祭や活動にもＰＴＡ
として積極的にかかわっており、市民の皆さん
との交流も盛んにおこなっております。子ども
たちの健全なる育成と、安全、安心な学校をめ
ざして、今後も努力してまいりたいと思います。 

優良ＰＴＡ文部科学大臣表彰 

南相馬市立石神第二小学校父母と教師の会の活動紹介 
                           南相馬市立石神第二小学校父母と教師の会 

「地域学校協働活動」文部科学大臣表彰 

北塩原村学校支援地域本部の活動紹介 
                                   北塩原村学校支援地域本部 

中学校の文化祭で 
は、異世代交流と称 
して、高齢者の方々 
が講師になり、生徒 
たちは囲碁・将棋や 
華道・茶道などを教 
わることで文化にふ 
れる機会ができまし 
た。地域の文化・自然の宝の共有ができるのも、
この活動の素晴らしいところです。 

また、毎朝、子どもたちが集団登校する際に、
地域住民によって結成された「子ども見守り隊」
による見守り活動もあり、元気なあいさつ運動か
ら地域のコミュニティが育まれています。平成２
７年度は、１６団体、個人登録９３人、支援回数
２９３回、述べボランティア数１６１２人でし
た。   

これまでご協力いただいたボランティアの
方々に感謝するとともに、今後ともより一層のご
協力をいただき更なる地域コミュニティの充実
に努めていきたいと思います。 

北塩原村学校支援地域本部では村の「笑顔いき
いき みんなで子育て宣言」のもと、学校・家庭・
地域が一体となって、地域ぐるみで子どもを育て
る『学校の応援団』事業を平成２３年度から取り
組んでいます。 
 当初は、アンケートをとったり、公民館事業を
移行したり、手探り状態でしたが２年目以降から
は、少しずつ活動の幅を広げてきました。 
 今では、村内６つの幼稚園～中学校までそれぞ
れの特徴に合わせた支援ができるようになりま
した。特に図書ボランティアの活動は読み聞か
せ、図書環境整備を 
含めると全ての学校 
で実施しています。 

また、小学校では 
自然体験学習を通し 
て裏磐梯地区をフィ 
ールドとし、ガイド 
の方と一緒に五色沼や小野川不動滝、雄国沼、猫
魔ヶ岳、磐梯山と各学年に合わせた散策を行って
います。冬にはスキー教室があるのも特徴的で
す。 

この度「優良ＰＴＡ文部科学大臣表彰」を受賞
することができ、大変光栄に感じております。本
ＰＴＡの会員数は保護者、教諭をあわせまして２
２０名程度であり、南相馬市の小学校では会員数
が多い地域でありますが、学区内に避難勧奨地域
があった事なども影響し、児童数は震災前の６割
程度しか回復していません。その様な学校の状況
ではございますが、ＰＴＡ活動につきまして御報
告したいと思います。 

震災以前より地域と 
学校が密接なかかわり 
を持っていた事から、 
市民の皆さんと保護者 
が共同して活動を行う 
ことも多くありました。 
子供たちの安全を図る 
ための、交通指導もその一つでありましたが、震
災により継続していくのが難しく一時中断しま
した。しかし通学路の交通量の増加と、事故の状
況を鑑みまして、会員での朝の交通指導を復活
し、交代で交差点に立って子供たちの通学時の安
全を確保する活動を行っています。 
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充実した活動となり、学びの還元と循環が図ら

れております。そして、このように充実した豊

かな活動を支えてくださるのが、活動ボランテ

ィアをはじめ、外部講師や地域で活動するサー

クルの方々です。それによって、子ども教室の

活動が充実するばかりではなく、子どもたちと

地域住民とのよい交流の場にもなっておりま

す。 
また、児童・保 

護者・ボランティ 
アへのアンケート 
実施の他に、子ど 
も教室運営委員会 
の開催により、色 
々な立場の方からご意見をいただき活動に生

かしております。今後も学校・地域と連携し活

動の充実を図るとともに、子どもたちの安心・

安全な居場所づくりを目指していきたいと思

います。 
 

ておりませんが、徐々に人数も増えてきてお

り、平成 28 年度の登録人数は、子ども 35 人、

スタッフ 13 人となっており、１年間を通して

教室を開催しております。 
教室内での活動は、①宿題・自主学習支援 

②室内遊び ③運動・スポーツ ④各種体験教

室開催 ⑤夏休み・冬休み等支援などですが、

子どもたちの学力向上や人間形成など豊かな

体験活動の場所としても期待が高まっており

ます。 
今後とも「子ども 

ファースト」の精神 
で、放課後子ども教 
室事業を運営し、地 
域の方々と共に、未 
来の子どもたちを育 
んでいきたいと思います。 

「地域学校協働活動」文部科学大臣表彰 

大玉村放課後子ども教室の活動紹介                                  

                               大玉村放課後子ども教室 

大玉村放課後子ども教室は、平成２１年度に

始まり、地域の多くの方に支えられながら様々

な活動を行い、実施から８年目を迎えることが

できました。そして、この度、この間の活動内

容を評価いただき、平成２８年度文部科学大臣

表彰を受賞いたしました。ボランティアの方々

をはじめ関係者の皆様に心より御礼申し上げ

ます。 
各校区に設置され 

ている子ども教室で 
は、コーディネータ 
ー等を中心に、年間 
計画に基づき毎週金 
曜日の放課後、物作 
り・畑の活動・運動・食育や調理・社会学習な

ど多岐にわたり体験的な活動に取り組んでお

ります。また、職員だけではなく、ボランティ

アのみなさんから体験的な活動のアイディア

も出され、ボランティアのみなさんにとっても 

このたび、川内村放課後子ども教室が文部科

学大臣表彰を受賞できましたことは、震災後の

立ち上げ当初から御協力いただきましたあら

ゆる関係者の方々の御尽力の賜物であり、深く

感謝の意を表します。 
川内村放課後子ど 

も教室は、大震災・ 
原発による全村避難 
後、帰村した子育て 
世帯に対し、放課後 
における子どもたち 
の安全で安心な居場所を確保するとともに、ス

ポーツや文化活動等の体験活動や地域住民と

の交流活動の機会を提供し、学ぶ意欲を持ち続

けられるよう学習機会の提供を図ることを目

的に実施されております。 
対象は、川内小学校の児童１年生から６年生

生までで、震災前の子どもたちの人数には戻っ 

「地域学校協働活動」文部科学大臣表彰 

川内村放課後子ども教室の活動紹介                                  

                               川内村放課後子ども教室 
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への読み聞かせを実施してきました。 
現在は、それに加え乳幼児対象のブックアド

バイス、中学校読み聞 
かせボランティアクラ 
ブの支援も行なわせて 
頂いております。 
 現在、町立もったい 
ない図書館も開館し、 
これからも行政と連携して読み聞かせ活動は

もちろんのこと、親子での読書の楽しみ方や図

書館の利用の推進、町の伝説や民話の掘り起こ

しを通じて世代間理解と啓発に努めていきた

いと考えております。 
最後に皆様方にも良い本との出合いがあり

ますよう祈念申し上げ、活動の紹介といたしま

す。 

当館は、開館１１２年目を迎え、中央公民館

との複合施設として開館５周年を迎えました。 
 平成２３年３月に策定した、市子ども読書活

動推進計画に基づき、子どもの読書活動の推進

に取り組んでまいりました。 
 小学生を対象とした「会津図書館を使った調

べる学習コンクール」の開催は、今年度で３回

目となり、応募数も年々増加し、今回は全国コ

ンクールで初めて「優良賞」を頂きました。子

どもたちの主体的に学ぼうとする意欲を醸成

し、本を読み、深く考え、言葉を選び、まとめ

る能力の向上に寄与し 
ているものと考えてお 
ります。 
また、中学生・高校 

生を対象とした「会津 
ビブリオバトル」の開 

催は、読書活動の充実や表現力などを育むとと

もに、プレゼンテーション能力の向上に一役を

担っております。 
さらに、ボランティアとの協働により、健康

福祉部との連携事業「ブックスタート事業」に

おいて読み聞かせを実 
施するとともに、読み 
聞かせのボランティア 
を養成する「読み聞か 
せ講座」や学校図書館 
でのボランティアを養 
成する「図書館ボランティア養成講座」を開催

して、人材育成に努めております。 
 今後とも、「読書で豊かな未来をひらくあい

づっこ」を目指し、地域全体で連携・協力し、

子どもたちの読書活動の推進に取り組んでま

いります。 

平成２８年度文部科学省大臣表彰を拝受の

栄えを頂戴し、身に余る光栄と感激しておりま

す。この活動は皆様方から活動の場所を提供く

ださり、温かく受け入れて下さる賜物と心から

感謝申し上げると共に、深く御礼申し上げま

す。 
 平成１３年に発足 
した当初は公民館の 
児童向けの本も少な 
く、そんな環境での 
スタートでした。行 
政の支援を頂き、公民館の一室をお借りして

「子ども文庫」開設。読み聞かせ“どこでもお

はなし会”を開催。読書は“心のごはん”生き

る力の源を合言葉に、読み聞かせから自由読書

に繋げていきたいと町内の幼小中学校、高齢者 

子どもの読書活動優秀実践図書館・団体文部科学大臣表彰 

会津若松市立会津図書館の活動紹介             

                               会津若松市立会津図書館 

子どもの読書活動優秀実践図書館・団体文部科学大臣表彰 

読み聞かせボランティアグループ手のひらの会の活動紹介            

                  読み聞かせボランティアグループ手のひらの会 
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表 彰 区 分 受賞月日 表 彰 者

優 秀 公 民 館

優 良 公 民 館

優 良 Ｐ Ｔ Ａ 11月18日

社 会 教 育 功 労 者 11月2日

福 島 県 立 図 書 館

○ふくしまを知る連続講座（2回）
　①平成29年6月18日（日）
     「縄文時代の年代Ⅱ」（仮題）
     講師：まほろん学芸員
　②平成30年1月予定
     講師：福島県歴史資料館学芸員
○県内文化施設等による移動展示（3回）
　①平成29年5月3日（水）～31日（水）
   　日本赤十字社福島県支部
　②平成29年6月2日（金）～7月5日（水）
   　まほろん　「縄文時代の年代Ⅱ」（仮題）
　③平成30年1月5日（金）～2月12日（月）
　　 福島県歴史資料館
※　日時・テーマ等が決まりましたら、随時お
  知らせしますので、当館ホームページ等でご
　確認ください。

 

　今年度から「優れた『地域による学校支援活動』推進にかかる文部科学大臣表彰」が「『地域学校協働活動』推進に係る文部科学大臣表彰」と
代わりました。「学校を地域が支援する」という仕組みから、「地域と学校が対等に協働する」というしくみが求められいるのです。今後、高齢社会
では、大人の学びや生きがいづくりも、社会教育の大きな視点になるのではないかと思います。子どもたちのためと大人のためが対等に互恵関
係を育む学びの仕組みづくりが社会教育で求められてくるのではないでしょうか。
　 最後に、日々御活躍されている皆様から、大変お忙しい中、第３３７号「社会教育」に御執筆いただきましたことに対し、心から感謝申し上げる
とともに、読者の皆様がそれぞれの地域や立場でより一層活躍されることをお祈りいたします。

被 表 彰 者 氏 名 ・ 被 表 彰 団 体 名

社 会 教 育 功 労 者

地 域 学 校 協 働 活 動
　北塩原村学校支援地域本部
　大玉村放課後子ども教室
　川内村放課後子ども教室

　いわき市立草野小学校父母と先生の会
  喜多方市立熊倉小学校父母と教師の会
　南相馬市立石神第二小学校父母と教師の会

　郡山市婦人団体協議会会長　小林　清美　氏
　「おのだなかよし教室」コーディネーター　 鈴木きよ子  氏

　郡山市大島地域公民館

　 福島市蓬萊学習センター

福 島 県 立 美 術 館

日 本 PTA 全 国 協 議 会

【団体】
　大熊町立大熊中学校ＰＴＡ
　いわき市立田人小中学校父母と教師の会
【個人】
　福島県ＰＴＡ連合会前副会長　梅津　　司　氏
　福島県ＰＴＡ連合会前副会長　諏訪　秀一　氏

福 島 県 立 博 物 館

【団体】
　三春町立中郷小学校父母と教師の会
　猪苗代小学校父母と教師の会
　ぐるっと湖南・伝承会
【施設】
　福島市吉井田学習センター
　郡山市立日和田公民館
　矢祭もったいない図書館

東 北 地 区 社 会 教 育
委 員 連 絡 協 議 会

功績顕著な団体・施設

全国社会教育委員連合

子どもの読書活動優秀実践
図書館・団体（個人）

11月10日

10月20日
一般社団法人全国
社会教育連合会会長

文 部 科 学 大臣

福島県教育委員会

3月1日

12月8日

　村田　由美（本宮市）
　本田　正弘（三春町）
　今野登志子（白河市）
　植村寿美子（棚倉町）
　内海　英男（北塩原村）
　渡部　啓子（新地町）

10月20日

○自然をうつす-漆芸家・関谷浩二
　が挑んだ漆表現の可能性-
　平成29年4月29日(土)～６月４日(日)
○ふくしま５億年の自然史(仮称)
　平成29年7月15日(土)～9月18日(日)
○発掘ふくしま４-土中の声に耳をすま
　せばｰ
　平成29年10月7日(土)～11月26(日)

4月23日

○郡山自然の家オープンデー
　平成29年4月30日（日）
○会津自然の家オープンデー
　平成29年5月14日（日）
○いわき自然の家オープンデー
　平成29年5月28日（日）
※  詳しくは各自然の家ホームページを
  ご覧ください。

○国立西洋美術館名品展
　平成29年4月22日(土)～7月2日(日)
○ラルティーグ展
　平成29年7月22日(土)～9月10日(日)
○斎藤清展
　平成29年10月7日(土)～12月10日(日)
○シリーズGallery F2018　コレクショ
　ン再発見展
　平成30年2月3日(土)～3月4日(日)
○長谷川利行展
　平成30年3月24日(土)～5月13日(日)

　福島県婦人団体連合会評議員　湯田　直子　氏
　相馬市社会教育委員の会議議長　遠藤百合江　氏
　ガールスカウト福島県連盟顧問　川瀨トキ子　氏

福 島 県 自 然 の 家

東北地区社会教育
委 員 連 絡 協 議 会

（公社）日本ＰＴＡ
全 国 協 議 会 会 長

11月18日

　会津若松市立会津図書館

　読み聞かせボランティアグループ手のひらの会（矢祭町）

　相馬地区社会教育委員連絡協議会　遠藤百合江　氏

 　前東白川地区社会教育委員連絡協議会　佐川　粂雄　氏

11月2日

平成28年度社会教育関係各種表彰受賞

編 集 後 記 

平成29年度福島県社会教育施設行事予定 
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